
はじめに!
!
 国立大学法人化以降、個々の法人に与えられる自律性は大きくなり意思決定可能な領域も広くなった。それ

とともに、意思決定のための調査研究活動の必要性も格段に高まった。適切で合理的な意思決定を行うために

は、たしかな現状の把握と課題の分析が不可欠だからである。高等教育機関において "#（"$%&'&(&')$*+!
#,%,*-./）の重要性が近年さかんに主張される所以である。!
!
 本書は、お茶の水女子大学の学部・大学院に在籍するすべての学生を対象とした生活と意識に関する調査結

果をまとめた報告書である。本学学生が、本学の教育、入試、学生支援、情報環境、国際交流等についてこれ

をどう評価しているのか、どんな意見やニーズを持っているのか。また日常的にどのような学習行動や生活を

行っているのか。これらを調査することによって、本学の教育、学生支援等の改革・改善に活かしていくため

の基礎的資料を得ることが目的である。!
 平成２２年度は、第二期中期目標・中期計画期間の初年次に相当する。したがって、この調査は第二期にお

ける本学の諸施策を評価する上で、ベンチマークとしての意味も持っている。!
!
 この調査は、学長を本部長とする全学教育システム改革推進本部における検討を経て、教育開発センターが

実施した。今回の調査では、個人情報保護に配慮しつつ、0+)$,を用いた1,2調査を試行した。1,2調査は、
設計上の工夫により回答がしやすく、かつ印刷や入力に要する時間と費用を大幅に節約することが可能な、効

率的な調査方法である。今後とも活用を測っていきたい。!
!
 調査の意義は、実施したことにあるのではなく、それを活かすことのできた時点で、はじめて生まれる。デ

ータの活用を期待したい。!
!

平成２３年３月吉日!
お茶の水女子大学 理事・副学長!
教育機構長     耳塚 寛明!
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